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1. 2025年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2024年4月1日～2024年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期中間期 27,957 3.2 2,183 55.6 2,233 34.9 1,468 30.3

2024年3月期中間期 27,098 △2.4 1,402 △48.9 1,655 △46.4 1,127 △47.9

（注）包括利益 2025年3月期中間期　　2,291百万円 （△25.9％） 2024年3月期中間期　　3,094百万円 （12.7％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期中間期 63.81 ―

2024年3月期中間期 48.65 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期中間期 83,908 59,601 70.4 2,566.11

2024年3月期 82,709 57,764 69.3 2,489.06

（参考）自己資本 2025年3月期中間期 59,069百万円 2024年3月期 57,286百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 18.00 ― 20.00 38.00

2025年3月期 ― 18.00

2025年3月期（予想） ― 20.00 38.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 57,500 8.5 3,200 37.6 3,500 24.9 2,300 23.2 99.93

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期中間期 24,414,414 株 2024年3月期 25,414,414 株

② 期末自己株式数 2025年3月期中間期 1,395,492 株 2024年3月期 2,399,053 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年3月期中間期 23,016,518 株 2024年3月期中間期 23,176,164 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信(添付資料)３ページ「連結業績予想などの将来予想情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、インバウンド需要の拡大や雇用・所得環境の改善等を背景に、

景気は緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、為替の変動や不安定な国際情勢を起因とする原燃料価

格の高止まり、中国の国内需要の低迷による経済の下振れ懸念等、依然として先行きは不透明な状況で推移しま

した。

このような状況の下、当社グループは、中期経営計画「MOVING-10 STAGE２」を本年に策定し、成長事業であ

る化粧品原料及び電子材料分野の更なる拡大と新規事業創出に取り組むとともに、汎用製品分野では市場環境の

変化に応じて事業構造の改革を行うことで、より一層の企業価値向上を図ってまいりました。

その結果、当中間連結会計期間の業績につきましては、微粒子酸化チタンを中心に化粧品向け機能性微粒子製

品の販売が好調であったとともに、車載用コンデンサ向け導電性高分子薬剤の販売が伸長したこと等により、売

上高は279億５千７百万円（前年同期比3.2％増）となりました。営業利益は21億８千３百万円（前年同期比

55.6％増）、経常利益は22億３千３百万円（前年同期比34.9％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は14億６

千８百万円（前年同期比30.3％増）となりました。

当中間連結会計期間のセグメント別の概況は次のとおりであります。（添付資料の10ページ「セグメント情

報」をご参照ください）

機能性材料事業

汎用用途の酸化チタンは、国内外ともに販売数量は前期並みに推移しましたが、販売価格改定を進めたことに

より、売上高は前期を上回りました。

機能性用途の微粒子酸化チタン、微粒子酸化亜鉛、表面処理製品の販売は、化粧品原料向けの販売が回復した

ことにより、販売数量、売上高ともに前期を上回りました。

以上の結果、当事業の売上高は148億３百万円（前年同期比6.5％増）となりました。

電子材料・化成品事業

界面活性剤は、国内の洗剤等の日用品向けの需要が堅調に推移したことにより、販売数量は前期を上回りまし

たが、海外連結子会社の販売が低調に推移したことにより、売上高は前期を下回りました。

導電性高分子薬剤は、車載関連及びＡＩサーバー等の情報インフラ関連が好調に推移したことにより、販売数

量、売上高ともに前期を上回りました。

無公害防錆顔料は、国内向けは前期並みに推移しましたが、海外向けの販売が低調であったため、販売数量、

売上高ともに前期を下回りました。

圧電材料は、国内顧客の在庫調整の影響があったものの、海外顧客を中心とした医療機器用の販売が堅調に推

移したため、売上高は前期を若干上回りました。

以上の結果、当事業の売上高は125億９千４百万円（前年同期比0.1％増）となりました。

その他

倉庫業は、主要顧客の取扱量が減少したことにより、売上高は前期を下回りました。

以上の結果、当事業の売上高は５億５千９百円（前年同期比8.5％減）となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

当中間連結会計期間末の資産総額は、839億８百万円（前連結会計年度末比11億９千９百万円増加）となりま

した。これは主に、商品及び製品が８億６千２百万円、有形固定資産のうち熊山工場の機能性微粒子製品製造の

ための設備投資などにより建設仮勘定が８億７千６百万円、それぞれ増加し、現金及び預金が４億８千７百万円

減少したことによります。

負債合計は、243億６百万円（前連結会計年度末比６億３千７百万円減少）となりました。これは主に、長期

借入金が７億９千２百万円減少したことによります。

純資産合計は、596億１百万円（前連結会計年度末比18億３千６百万円増加）となりました。これは主に、利

益剰余金が10億８百万円、為替換算調整勘定が５億９千７百万円、その他有価証券評価差額金が１億７千３百万
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円、それぞれ増加したことによります。

当中間連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、営業活動によるキャッシュ・フローが、29億３千

７百万円の収入（前年同期比28億１千２百万円収入額の増加）となりました。主な要因は、税金等調整前中間純

利益21億５千６百万円、減価償却費13億２千万円のほか、棚卸資産の増加額９億１千６百万円によるものであり

ます。

投資活動によるキャッシュ・フローは、14億３千６百万円の支出（前年同期比６億６千３百万円支出額の減

少）となりました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出13億３千万円によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、20億３千１百万円の支出（前年同期は10億８千３百万円の収入）とな

りました。主な要因は、長期借入金の返済による支出18億７千５百万円、配当金の支払額４億６千万円によるも

のであります。

この結果、当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より４億８千７百万円減少

し、137億４千１百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の連結業績予想につきましては、2024年５月10日に公表いたしました業績予想から変更はありま

せん。今後の状況を注視し、見直す必要が生じた場合は速やかに開示いたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,308 13,820

受取手形及び売掛金 15,731 15,250

電子記録債権 536 558

商品及び製品 9,625 10,487

仕掛品 2,401 2,312

原材料及び貯蔵品 6,193 6,475

その他 298 348

貸倒引当金 △5 △2

流動資産合計 49,089 49,249

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,755 7,086

機械装置及び運搬具（純額） 6,323 5,966

その他（純額） 4,315 5,215

有形固定資産合計 17,395 18,267

無形固定資産

のれん 1,203 1,196

その他 206 157

無形固定資産合計 1,410 1,354

投資その他の資産

投資有価証券 13,365 13,620

その他 1,468 1,436

貸倒引当金 △20 △20

投資その他の資産合計 14,814 15,036

固定資産合計 33,619 34,658

資産合計 82,709 83,908

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,118 6,269

短期借入金 3,820 3,153

未払法人税等 407 702

賞与引当金 379 386

その他 3,384 3,737

流動負債合計 14,110 14,249

固定負債

長期借入金 5,710 4,918

退職給付に係る負債 2,928 2,888

その他 2,194 2,250

固定負債合計 10,834 10,057

負債合計 24,944 24,306

純資産の部

株主資本

資本金 9,855 9,855

資本剰余金 6,477 5,472

利益剰余金 34,746 35,755

自己株式 △2,416 △1,406

株主資本合計 48,663 49,677

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,389 7,563

為替換算調整勘定 1,056 1,653

退職給付に係る調整累計額 176 174

その他の包括利益累計額合計 8,622 9,391

非支配株主持分 478 532

純資産合計 57,764 59,601

負債純資産合計 82,709 83,908
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 27,098 27,957

売上原価 22,443 22,501

売上総利益 4,654 5,456

販売費及び一般管理費 3,251 3,272

営業利益 1,402 2,183

営業外収益

受取利息 7 15

受取配当金 134 157

為替差益 133 －

その他 38 54

営業外収益合計 313 228

営業外費用

支払利息 40 62

為替差損 － 92

その他 19 23

営業外費用合計 60 178

経常利益 1,655 2,233

特別損失

固定資産除却損 52 76

特別損失合計 52 76

税金等調整前中間純利益 1,603 2,156

法人税、住民税及び事業税 388 672

法人税等調整額 65 △15

法人税等合計 454 657

中間純利益 1,148 1,499

非支配株主に帰属する中間純利益 21 30

親会社株主に帰属する中間純利益 1,127 1,468

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

中間純利益 1,148 1,499

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,537 173

繰延ヘッジ損益 △20 －

為替換算調整勘定 420 621

退職給付に係る調整額 7 △2

その他の包括利益合計 1,945 792

中間包括利益 3,094 2,291

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 3,048 2,237

非支配株主に係る中間包括利益 46 54

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,603 2,156

減価償却費 1,384 1,320

のれん償却額 153 170

受取利息及び受取配当金 △142 △173

支払利息 40 62

売上債権の増減額（△は増加） △1,034 710

棚卸資産の増減額（△は増加） △201 △916

仕入債務の増減額（△は減少） △1,574 △22

その他 436 △142

小計 665 3,164

利息及び配当金の受取額 142 173

利息の支払額 △40 △62

法人税等の支払額 △642 △338

営業活動によるキャッシュ・フロー 124 2,937

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,684 △1,330

投資有価証券の取得による支出 △3 △4

その他 △411 △101

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,099 △1,436

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,443 △194

長期借入れによる収入 － 500

長期借入金の返済による支出 △975 △1,875

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △416 △460

その他 31 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,083 △2,031

現金及び現金同等物に係る換算差額 177 42

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △714 △487

現金及び現金同等物の期首残高 11,582 14,229

現金及び現金同等物の中間期末残高 10,867 13,741

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的

な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸

表における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適

用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡

及適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結

会計期間の中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の消却）

　当社は、2024年３月29日開催の取締役会において、会社法第178条に基づく自己株式の消却をすることを決議

し、2024年４月10日付で自己株式1,000,000株の消却を実施いたしました。この結果、当中間連結会計期間におい

て、資本剰余金が1,007百万円、自己株式が1,007百万円それぞれ減少しました。
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（単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２

中間連結
損益計算書

計上額
（注）３

機能性材料
事業

電子材料・
化成品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 13,905 12,580 26,486 611 － 27,098

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － 646 (646) －

計 13,905 12,580 26,486 1,257 (646) 27,098

セグメント利益 412 869 1,281 118 2 1,402

（単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２

中間連結
損益計算書

計上額
（注）３

機能性材料
事業

電子材料・
化成品事業

計

売上高

外部顧客への売上高 14,803 12,594 27,398 559 － 27,957

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － 679 (679) －

計 14,803 12,594 27,398 1,239 (679) 27,957

セグメント利益 1,124 936 2,060 123 (0) 2,183

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2023年４月１日 至2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業、エンジニア

リング等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額２百万円は、セグメント間取引消去額によるものです。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2024年４月１日 至2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業、エンジニア

リング等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△０百万円は、セグメント間取引消去額によるものです。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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